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明
治
期
、外
国
人
宣
教
師
に
よ
っ
て

避
暑
地
と
し
て
開
か
れ
て
以
来
、

別
荘
文
化
を
育
ん
で
き
た
軽
井
沢
。

過
去
か
ら
現
在
へ
と
連
な
る
時
間
の
中
で
、

何
が
受
け
継
が
れ
、何
が
更
新
さ
れ
て
い
る
の
か
。

軽
井
沢
と
い
う
土
地
が
醸
し
て
き
た

豊
か
さ
の
本
質
に
迫
る
。

井
沢
駅
に
降
り
立
つ
と
、
あ
た
り
一
帯
は

乳
白
色
の
霧
に
包
ま
れ
て
い
た
。
肌
に
触

れ
る
空
気
が
し
っ
と
り
と
し
て
心
地
良
い
。
標

高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
原
地
帯
に
位

置
す
る
こ
の
地
は
、
1
年
の
三
分
の
一
近
く
が

霧
に
包
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
の
湿
潤
な
気
配
こ

そ
が
森
の
新
緑
を
鮮
や
か
に
際
立
た
せ
、
足
元

に
広
が
る
苔
に
深
い
生
命
力
を
与
え
て
い
る
。

 「
現
在
の
軽
井
沢
ら
し
い
風
景
は
、
人
の
手
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
」。
ク
リ
エ

イ
ト
軽
井
沢
不
動
産
代
表
取
締
役
の
林
健
太
郎

さ
ん
は
そ
う
語
る
。
木
々
の
乏
し
い
湿
地
帯
だ

っ
た
こ
の
地
を
変
え
た
の
は
、
明
治
期
に
活
躍

し
た
実
業
家
・
雨
宮
敬
次
郎
だ
っ
た
。
転
地
療

養
で
こ
の
地
を
訪
れ
た
雨
宮
は
、
有
力
な
地
主

と
な
り
、
植
林
事
業
に
着
手
。
約
７
０
０
万
本

も
の
落
葉
松
を
植
え
た
と
い
う
。
そ
れ
が
今
日

の
軽
井
沢
ら
し
い
景
観
の
礎
と
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
地
を
避
暑
地
と
し
て
見
出
し
た
人
物
と

い
え
ば
、
宣
教
師
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
フ

ト
・
シ
ョ
ー
が
い
る
。
清
ら
か
な
風
土
に
感
動

し
た
シ
ョ
ー
は
軽
井
沢
を「
屋
根
の
な
い
病
院
」

と
称
え
、
自
ら
も
別
荘
を
構
え
た
。
こ
れ
を
機

に
明
治
中
期
か
ら
、
外
国
人
宣
教
師
や
文
人
、

政
財
界
の
重
鎮
が
続
々
と
集
い
、
軽
井
沢
特
有

の
社
交
文
化
が
花
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

１
８
９
３
年
の
碓
氷
線
開
通
は
、
人
々
に
と

っ
て
軽
井
沢
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
変
え
た
。

そ
し
て
、
大
正
〜
昭
和
期
に
入
る
と
芥
川
龍
之

介
や
川
端
康
成
ら
文
士
た
ち
が
集
い
、
昭
和
30

〜
50
年
代
に
は
中
間
層
に
も
広
が
る
「
別
荘
ブ

ー
ム
」
が
到
来
。
大
規
模
開
発
が
進
み
、
分
譲

地
も
拡
大
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
落
ち

着
き
を
経
て
、
今
、
軽
井
沢
の
別
荘
文
化
は
再

び
変
化
の
時
を
迎
え
て
い
る
。

 「
近
年
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
、

若
い
経
営
者
や
Ｉ
Ｔ
関
連
の
オ
ー
ナ
ー
層
の
移

住
が
顕
著
で
す
。
新
し
い
層
が
入
っ
て
く
る
こ

と
で
、
町
の
風
景
や
価
値
が
次
な
る
ス
テ
ー
ジ

へ
と
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
林
さ
ん
は
分
析

す
る
。
ま
た
、
若
い
富
裕
層
以
外
に
、
外
国
人

富
裕
層
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。

　

軽
井
沢
が
別
荘
地
と
し
て
選
ば
れ
て
き
た
の

に
は
、
根
底
に
「
保
養
の
地
」
と
い
う
土
地
の

個
性
が
あ
る
。
か
つ
て
の「
屋
根
の
な
い
病
院
」

と
い
う
軽
井
沢
を
称
え
た
言
葉
は
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
と
い
う
文
化
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
東

京
都
心
か
ら
新
幹
線
で
わ
ず
か
1
時
間
と
い
う

距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
静
け
さ
の
中
で
自
分
自

身
と
向
き
合
う
地
に
は
、
多
く
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

施
設
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
２
０
２
２
年
に

誕
生
し
た
『
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
軽
井
沢
』
だ
。

 「
軽
井
沢
に
は
、
緑
豊
か
な
自
然
が
織
り
成
す
、

良
い
『
気
』
が
満
ち
て
い
ま
す
。
ス
パ
の
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
ル
ー
ム
も
木
の
ぬ
く
も
り
に
溢
れ
、

癒
や
し
の
時
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
」
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
花
岡
か
お
り
さ

ん
は
そ
う
語
る
。
軽
井
沢
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ア
ー
ト
が
点
在
す
る
館
内
で
、
存
在
感
を
放
つ

の
が『
ザ
・
ス
パ by HA

RNN

』。
名
門
ス
パ
ブ

ラ
ン
ド
が
提
供
す
る
軽
井
沢
の
静
寂
に
浸
る
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
心
身
を
深
い
休
息
へ
と
誘

っ
て
く
れ
る
。

　

別
荘
文
化
が
育
ん
だ「
上
質
を
求
め
る
感
性
」

は
食
文
化
に
も
息
づ
く
。
今
、
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
、軽
井
沢
の
地
に
お
け
る「
軽

軽井沢タリアセン

住所：長野県北佐久郡軽井沢町
大字長倉217
電話：0267-46-6161
http://www.karuizawataliesin.com

昭和初期の別荘名建築が移築さ
れた『軽井沢タリアセン』を訪ね
た。上段：旧『帝国ホテル』建設
時に来日したアントニン・レーモ
ンドが手がけた『軽井沢・夏の家』。
紅殻色の外壁は建設当時の色を
忠実に再現している。下段： Ｗ.Ｍ.
ヴォーリズが設計した『睡鳩荘』
の内部。『睡鳩荘』は帝国生命や
三越の社長を務めた朝吹常吉の
別荘として建てられ、のちに常吉
の長女でフランス文学者の朝吹
登水子が使用。軽井沢別荘建築
史の最高峰と称される。

すいきゅうそう

塩沢湖のほとりに佇む『睡鳩荘』。政
財界人や文化人が集い、自然の中で
思索し、交流する場として発展してき
た軽井沢は、日本におけるリゾート文
化の原点ともいえる。

井
沢
ウ
イ
ス
キ
ー
」
再
誕
の
知
ら
せ
だ
。

 「
軽
井
沢
の
冷
涼
な
気
候
や
埋
蔵
泥
炭
（
ピ
ー

ト
）
の
存
在
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
本
場
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」。「
軽

井
沢
ウ
イ
ス
キ
ー
」
代
表
取
締
役
の
戸
塚
繁
さ

ん
は
そ
う
語
る
。
か
つ
て
高
く
評
価
さ
れ
な
が

ら
も
閉
鎖
さ
れ
た
旧
『
メ
ル
シ
ャ
ン
軽
井
沢
蒸

留
所
』。
そ
の
技
術
と
志
を
継
承
し
つ
つ
、
浅

間
山
系
の
水
や
地
元
産
の
大
麦
を
用
い
た
、
新

た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

20
年
以
上
の
準
備
期
間
を
経
て
実
現
し
た
軽

井
沢
ウ
イ
ス
キ
ー
。
戸
塚
さ
ん
は
、
最
低
で
も

10
年
の
熟
成
期
間
を
経
な
け
れ
ば
世
に
出
さ
な

い
と
い
う
信
念
を
貫
く
。
10
年
の
歳
月
が
軽
井

沢
の
深
い
森
と
水
、
そ
し
て
人
々
の
情
熱
を
、

一
杯
の
琥
珀
色
に
凝
縮
す
る
。
そ
の
時
、
軽
井

沢
は
ま
た
一
つ
、
上
質
な
文
化
の
層
を
纏
う
こ

と
だ
ろ
う
。

軽

65 64



軽井沢ウイスキー

住所：長野県北佐久郡軽井沢町発地2785-318
電話：0267-46-4939
https://www.karuizawa-whisky.co.jp

ホテルインディゴ軽井沢
ザ・スパ by HARNN

住所：長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉字屋敷添18-39
電話：0267-42-1110
https://karuizawa.hotelindigo.com
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軽
井
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井
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言
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化
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け
継
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る
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京
都
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ら
新
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線
で
わ
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か
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間
と
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距
離
に
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な
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ら
、
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の
中
で
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分
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と
向
き
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に
は
、
多
く
の
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ル
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設
が
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。
そ
の
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が
、
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に
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生
し
た
『
ホ
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イ
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井
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だ
。
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井
沢
に
は
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緑
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か
な
自
然
が
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り
成
す
、

良
い
『
気
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が
満
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い
ま
す
。
ス
パ
の
ト
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ー
ト
メ
ン
ト
ル
ー
ム
も
木
の
ぬ
く
も
り
に
溢
れ
、

癒
や
し
の
時
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
」
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
花
岡
か
お
り
さ

ん
は
そ
う
語
る
。
軽
井
沢
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ア
ー
ト
が
点
在
す
る
館
内
で
、
存
在
感
を
放
つ

の
が『
ザ
・
ス
パ by HA

RNN
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名
門
ス
パ
ブ

ラ
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ド
が
提
供
す
る
軽
井
沢
の
静
寂
に
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る
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ー
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メ
ン
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、
心
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を
深
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休
息
へ
と
誘
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て
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る
。

　

別
荘
文
化
が
育
ん
だ「
上
質
を
求
め
る
感
性
」

は
食
文
化
に
も
息
づ
く
。
今
、
大
き
な
注
目
を

集
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て
い
る
の
が
、軽
井
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の
地
に
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軽

右：古くからの別荘地、「鹿島の森」の並木道。左：新緑の木立の中に静かに佇む小さな教会は、
アレキサンダー・クロフト・ショーによって創設された『軽井沢ショー記念礼拝堂』。

上段・右上：浅間山を水源とする湯川の源流域。同右下：自社農
園での大麦の栽培も行う。同中：シェリー樽の中で原酒が熟成され
る。同左：スコットランド製のランタン型ポットスティル（単式蒸留器）
が輝く。下段・右：代表の戸塚繁さん（右）は、創業370余年の戸
塚酒造株式会社十六代目蔵元も務める。左は工場長の中里美行さ
ん。同左：現在、カスク（樽）の単位で購入する「オーナーズカスク」
の申し込みを受け付けている（支払いは口座振込のみ）。

右：独創的なカクテルを創作するミクソ
ロジストが作るスパ施術前のドリンクが
心と身体を解きほぐしてくれる。中上：
静寂に包まれるトリートメント室。 『ザ・ス
パ by HARNN』は、「2024 WORLD 
LUXURY SPA AWARDS」において2部
門を受賞。中下：トリートメントに用いる
オイルは３種の中からセレクト。 左：軽
井沢を拓いた宣教師たちがランタンの灯
で町を照らしていたという風習にならい、
ホテル館内でもランタンをモチーフとし
たインテリアを取り入れている。

全国各地の知られざる魅力を
ダイナースクラブの
目利き力をもってお届けします。

※本誌76～77ページを
あわせてご覧ください。
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井
沢
蒸

留
所
』。
そ
の
技
術
と
志
を
継
承
し
つ
つ
、
浅

間
山
系
の
水
や
地
元
産
の
大
麦
を
用
い
た
、
新

た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

20
年
以
上
の
準
備
期
間
を
経
て
実
現
し
た
軽

井
沢
ウ
イ
ス
キ
ー
。
戸
塚
さ
ん
は
、
最
低
で
も

10
年
の
熟
成
期
間
を
経
な
け
れ
ば
世
に
出
さ
な

い
と
い
う
信
念
を
貫
く
。
10
年
の
歳
月
が
軽
井

沢
の
深
い
森
と
水
、
そ
し
て
人
々
の
情
熱
を
、

一
杯
の
琥
珀
色
に
凝
縮
す
る
。
そ
の
時
、
軽
井

沢
は
ま
た
一
つ
、
上
質
な
文
化
の
層
を
纏
う
こ

と
だ
ろ
う
。

10
年
の
時
を
醸
す
、

ウ
イ
ス
キ
ー
の
再
誕
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